
１．石川県金沢地域の課題

①金沢都市圏における円滑な交通ネットワークの形成
②安全性の向上
③物流効率化による地域経済活動の支援

③物流経路が特定路線に偏在

３．政策目標

２．原因分析

○金沢外環状道路海側幹線は、現状、

福久～大河端間が未接続（事業中）

のため、国道8号からの交通転換が、

図られていない。（図１）

○福久～大河端間の供用により国道8号

と接続するが、海側幹線の供用中区

間は平面構造の側道供用であり、信

号交差点が連担し現状でも速度低下

が発生するなど、環状機能（交通の

分散・導入効果）の発現に課題。

（図１、写真３）

①環状道路としての機能が脆弱

○金沢港周辺の主要幹線道路である北

陸自動車道、国道8号及び海側幹線の

うち、交通量の5割以上が国道8号に

集中。（図５）

○また、大型車の利用についても特定

路線（北陸自動車道、国道8号）に偏

在。（図６）

① 金沢都市圏における主要幹線道路の渋滞

○金沢都市圏の主要幹線である国道8号では、朝夕ピーク時を中心に速度が

10～20km/h台に低下。（図１）

② 国道８号で多発する死傷事故 276.3
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③ 円滑な物流活動を阻害

○金沢港エリアを発着する貨物車両の物流経路は、

出典：ETC2.0プローブ情報（H30.9～11平日）

図２ 国道8号の死傷事故率
（石川県内直轄交差点上位10％）

出典：ITARDA（H26-H29）

国道8号と海側幹線に集中し、渋滞により円滑な物流活動を阻害。

（写真１、写真２、図３）

図３ 金沢港発着の貨物車両の交通流動通過割合

N=766件

約8割

○対象区間は、速度のばらつきが大き

く、渋滞の先頭交差点を中心に追突事

故が多発。追突事故の割合は約8割を

占め安全な走行に課題。(図１､図４)

②渋滞に起因する追突事故の発生
図４ 国道8号の事故類型（今町JCT～乾東間）

出典：ITARDA（H26-H29）

図５ 図３河川断面の自動車分担率（主要3路線）

図６ 図３河川断面の大型車分担率（主要3路線）
出典：H27一般交通量調査

○国道8号今町～乾町間では事故危険区間が21区間

存在し、うち6区間の死傷事故率が石川県内直轄

国道交差点の上位10％を超過。（図１、図２）

写真２ 金沢港のガン
トリークレーン

（H30 二号機導入）

至 富山

至 福井
Ⅳ期区間
（事業中）

金沢港
エリア発着

国道8号
（富山方面）18.8％

国道8号
（福井方面）14.4％

海側幹線
（側道部）17.8％

県道8号 17.9％

浅野川
断面犀川

断面

20％以上

15～20％

10～15％

通過割合（N=5,631）

金沢港発着の貨物車両の交通流動

凡例

金沢港発着の貨物車両の交通流動

※北陸道は白抜き線で表示

通過割合（N=5,631）

凡例

10～15％

15～20％

20％以上

写真３ 海側幹線側道部の状況

信号

至 富山

至 福井
信号

撮影日：R2年1月31日(金) 7時台

写真１ 国道8号の
渋滞状況（福久東下り）

至

富
山

至

福
井

出典：ETC2.0プローブ情報
（H30.4-H31.3）

図１ 国道8号及び金沢外環状道路海側幹線の交通状況
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一般国道８号（金沢外環状道路）海側幹線（今町～鞍月）における計画段階評価
い ま ま ち く ら つ きか な ざ わ そ と か ん じ ょ う ど う ろ う み が わ か ん せ ん

写真提供：石川県

信号交差点の密度（箇所/km）

大河端～鞍月 3.8

県内直轄国道平均 1.3



ルート概要
【案①】アクセスコントロール構造（連続高架） 【案②】アクセスコントロール構造（高架・盛土） 【案③】部分立体構造

全て連続高架橋構造とする案 盛土区間を設けることで、コスト縮減を図る案 主要交差点(従道路4車線以上)を立体構造とする案

延長 5.6km（今町-福久：3.2km 大河端-鞍月：2.4km） 5.6km（今町-福久：3.2km 大河端-鞍月：2.4km） 5.6km（今町-福久：3.2km 大河端-鞍月：2.4km）

交通ネットワークの形成
・指標： 渋滞損失時間

（万人時間/年）

国道8号や市街地への通過交通が海側幹線本線部
へ転換し、渋滞損失時間が66.3万人時間/年減少
する。（361.1万人時間/年→294.8万人時間/年）

◎
国道8号や市街地への通過交通が海側幹線本線部
へ転換し、渋滞損失時間が66.3万人時間/年減少
する。（361.1万人時間/年→294.8万人時間/年）

◎
海側幹線の混雑緩和が期待できる一方、平面交差点が
残るため、他案に比べて渋滞損失の削減効果が小さい。
（361.1万人時間/年→327.4万人時間/年）

△

円滑な物流の確保
・指標：今町～乾東間の

所要時間（分）

所要時間の短縮が期待される。
・国道8号経由 ： 27分 → 19分
・海側幹線経由 ： － → 23分

◎
所要時間の短縮が期待される。
・国道8号経由 ： 27分 → 19分
・海側幹線経由 ： － → 23分

◎
所要時間の短縮効果は他案に比べ、やや劣る。
・国道8号経由 ： 27分 → 20分
・海側幹線経由 ： － →  25分

○

安全性
・指標：今町～乾東間の

死傷事故（件/年）

周辺道路からの交通転換により、死傷事故の減少
が見込まれる。
・国道8号＋海側幹線 ： 547.6 → 522.8件/年

◎
周辺道路からの交通転換により、死傷事故の減少
が見込まれる。
・国道8号＋海側幹線 ： 547.6 → 522.8件/年

◎
死傷事故の低減が期待できるが、平面交差や沿道アク
セスの影響が残るため、他案に比べて効果が小さい。
・国道8号＋海側幹線 ： 547.6 → 533.6件/年

△

事業費 ７１０～７５０億円 △ ６３０～６７０億円 ○ ５００～５４０億円 ◎

評 価 ○ ◎ △

４．対策案の検討

案① 標準断面図 案② 標準断面図
【高架部】

【盛土部】

案③ 標準断面図
【立体交差部】

【一般部】

・路 線 名 ： 金沢外環状道路 海側幹線

・区 間 ： 石川県金沢市今町～金沢市鞍月

・概略延長 ： ５．６km
・道路規格 ： 第３種第1級
・設計速度 ： ８０km/h
・車 線 数 ： ４車線
・概ねのルート ： 図７ 案②の通り

いしかわ かなざわ いままち かなざわ くらつき

対応方針（案） ：案②による対策が妥当

都市計画決定等の状況
・H9.7：都市計画決定（本線部 Ｗ＝33m）

・H24.4：都市計画決定の変更

（起終点、延長、路線名の変更）

地方の要望等
・R1.5 ：石川県直轄国道整備促進部会が早期事業化を要望

・R1.8 ：石川県道路整備促進協会が早期事業化を要望

・R1.8 ：金沢開発協議会が早期事業化を要望

・R1.9 ：金沢外環状道路海側幹線等整備促進協議会が早期事業化を要望

・R1.10：石川県道路整備促進協会が早期事業化を要望

・R1.11：石川県直轄国道整備促進部会が早期事業化を要望

・R1.12：金沢市城北地区開発促進同盟会が早期事業化を要望

・R2.1 ：金沢開発協議会が早期事業化を要望

・R2.1 ：石川県建設業協会が早期事業化を要望

・R2.2 ：石川県が早期事業化を要望図７ 金沢地区における対策案検討
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（参考）当該事業の経緯等

一般国道８号（金沢外環状道路）海側幹線（今町～鞍月）における計画段階評価
い ま ま ち く ら つ きか な ざ わ そ と か ん じ ょ う ど う ろ う み が わ か ん せ ん


